
▲国際交流員
　ケイレブ・デマレーさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　米国のミネソタ州で生まれたケイレブ・デマレーと申します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　私が育った町は、ほぼ西条市と同じぐらいの人口です。しかし、
　　　　　　　　　　　　　　　　　愛媛県に到着し、全く山にも海にも接する機会のない平らなミ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ネソタ州に比べて、西条市は自然に溢れた素敵なところだと深
　　　　　　　　　　　　　　　　　く感じました。
　愛媛県のことを初めて知ったきっかけは、ノーベル文学賞を受賞した大江健三郎氏の「個人的な体
験」という作品と出合ったことでした。愛媛県生まれの大江氏がこの小説で、以前読んでいた文学作
品の言い回しや間接的表現の仕方とは違った「直接力」を主張していたことが、深く私の心に刻まれ
ました。どんな状況におかれても、自分にも他人にも真実に生きるべきだと考えさせられました。 
　大江健三郎の文学と出合ってからというもの、ますます日本のことを知りたいと思いました。そし
て、ミネソタ州の大学を出て、千葉県の神田外語大学に１年間、交換留学生として来日しました。留
学しているとき、大江氏の新宿での講演を聞くことができた上に、一瞬ご本人にお会いできたことは
夢が叶ったのだと思います。そして１年間、日本語の勉強に情熱を燃やし、米国へ帰ってから日本語
能力試験１級を１回目で合格したことも、現在の仕事に至る大きなきっかけでした。
　西条市の国際交流員として、私の同僚の方々と交流しながら、市民の皆さんとも楽しくかかわりた
いと思っています。将来は大学院で日本文学を専攻しようと思う一方、みなさんに自分が今まで異文
化研究と文学を通じてどんなことを学んできたか伝えたいと思います。そして、私たちが生きる国際
的な世界の理解を深めるために役立てたら、と思っています。よろしくお願いいたします。
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